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【目的】Equolは､大豆イソフラボンのDaidzein(Dein)から腸内細菌により生成
される代謝物であり､より強い女性ホルモン作用を有する｡そのため､大豆イソ

フラボンのDein､Genistein(Gein)に加え､Equolも乳がんや骨粗末症の予防に効

果があると期待される｡最近､国内外において Equolの体内動態に関する研究報

告がなされているが､そのほとんどは､抱合代謝物を酵素水解して得られるEquol
を分析しているため､生体中でどのような種類の抱合代謝物として存在していた

のか全く不明である｡すでに､我々は､Deinと Geinの大半が､ヒト尿中におい

て 7位あるいは 4'位のモノグルクロン酸抱合体として存在することを明らかに

している｡このことより､EquolもDeinや Geinと同様に尿中ではモノグルクロ

ン酸抱合体 として存在す ると予測 した ｡ 本研究では､Equo1-7-glucuronide

(Equo1-7-G)を化学合成し､きな粉摂取後のヒト尿からの検出を試みた｡

【方法】合成したEquo1-7-G はLC-ESLMS/MS分析により構造確認した｡きな粉

を摂取した成人女性 4名 (21-22歳)の 7-36時間後の尿を LC-ESLMSおよび
MS/MS分析し､モノグルクロン酸抱合体の有無を検討した｡

【結果および考察】被験者 4名の尿をLC-MS分析した 結果､1名の尿中に合成し
たEquo1-7-Gと一致する保持時間に脱プロトン分子 [M-H]~(m/Z417)とプロダク
トイオン [M-dehydroglucuronicacid-H]-(m/Z241)が検出された｡ また別の被験
者 1名の尿のm/Z417のマスクロマ トグラム上において､Equo1-7-Gとは異なる保

持時間にピークが確認された｡このピークのMS/MS分析結果より､Equo1-7-Gの

構造異性体Equo1-4'-glucuronide(Equo1-4'-G)である可能性が考えられた｡これまで

Equo1-4'-Gを同定した報告がないため､標準物質を合成して確認する予定である｡


